
WORKSHOP ON JAPANESE OLD AND RARE BOOKS 
IN HNL2017

Workshop on Japanese Old and Rare Books in the Richard Lane Collection

Lecture on the transmission of “Hachikazuki” and books published 
during the Meireki era

NIJL（国文学研究資料館）
KOBAYASHI KENJI（小林 健二）



お伽草子「鉢かづき」はどんな物語か

上巻
河内国交野の辺り（現在の大阪府交野市近辺）に住む備
中守さねたかは子供がいなかったが、長谷観音の信心に
より一女をもうける。姫が十三歳の時に母が病み、死際
に姫の頭に鉢をかぶせる。さねたかは暫くして後妻を迎
えるが、後妻は鉢をかぶる姫を憎み、さねたかに讒訴し
て姫を四つ辻に捨ててしまう。悲観した姫は流浪を続け
るうち、山蔭三位中将に見いだされ下女として雇われる。
中将邸では、みな姫を嘲り憎むばかりで情をかける人は
いない。その中で中将の四男の宰相は姫に美貌を認めて
通うようになる。
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下巻
そのことを知った母親は諦めさせるために、姫を三
人の兄嫁と作り物や音曲などで競わせることにする。
その当日に姫の鉢が脱げ、中から様々な宝物が出て
きた。その後に嫁くらべに挑んだ結果、いずれにお
いても鉢かずき姫が秀でていることがわかり、宰相
の妻になることを許される。一方、さねたかの後妻
は貪欲な人なので、召し使う者たちが次々と離れて
いき、家計も苦しくなっていく。そのためにさねた
かは出家の旅に出る。長谷寺に参ったおり、子供連
れで参詣に来た宰相と鉢かずき姫と出遭い、さねた
か父子は再会の涙に咽ぶ。これは長谷観音の利生に
よるものであった。
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寝屋川市史(全10巻)の第９巻『鉢かづき篇』

 寝屋川市に鉢かづき姫の伝承があること
から「鉢かづき」に関する物語草子・在
地伝承・芸能などを網羅的に調査して収
載した。

 物語草子についてはお伽文庫二十三編に
所収されるなど、広く読まれており、た
くさんの伝本が残存するが、出来るだけ
多くの本の調査を行い整理分類を行った。

はちかづきちゃんは、寝屋川市の
有名な民話「鉢かづき姫」をモ
チーフに、市の木「さくら」・市
の花「ばら」をデザインに入れた、
寝屋川市のマスコットキャラク
ターです。
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「鉢かづき」刊行年表

ロ万治二（1659）刊 大二冊 高橋清兵衛絵入本 大阪青山歴史文学博物館
ハ万治二（1659）刊 大二冊 松会刊絵入本 筑波大学図書館
ハ寛文六（1666）刊 大二冊 山本九左衞門刊絵入本 天理図書館綿屋文庫
ハ寛文六（1666）刊 大二冊 松会刊絵入本 ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ大学バークレイ校
ハ延宝四（1676）刊 大二冊 絵入本 香川大学図書館神原文庫
ハ延宝四（1676）刊 大一冊 万屋庄兵衛刊絵入本 九州大学文系合同研究室
ハ延宝四（1676）刊 大二冊 大谷仁兵衛刊絵入本 静嘉堂文庫
ロ貞享元（1684）刊 半一冊 作本屋八兵衛刊絵入本 京都大学文学研究科図書館
ロ元禄十一（1698）刊 大一冊 吉野屋権兵衛刊本 東京大学国文学研究室
ロ宝永二（1705）刊 大二冊 和泉屋茂兵衛刊絵入本 刈谷市立中央図書館
ハ宝永七（1710）刊 大一冊 井筒屋三右衞門刊絵入本 大東急記念文庫
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明暦四年刊本と宝永二刊年本の比較①

刈谷市立中央図書館村上文庫1057/2/3甲四
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明暦四年刊本と宝永二年刊本の比較③挿絵１



明暦四年刊本と宝永二年刊本の比較④挿絵２



明暦四年刊本と宝永二年刊本の比較⑤挿絵３



「鉢かづき」刊行年表

A明暦四（1658）刊 大二冊 山田市良兵衛絵入本 ホノルル美術館
A万治二（1659）刊 大二冊 高橋清兵衛絵入本 大阪青山歴史文学博物館
B万治二（1659）刊 大二冊 松会刊絵入本 筑波大学図書館
B寛文六（1666）刊 大二冊 山本九左衞門刊絵入本 天理図書館綿屋文庫
B寛文六（1666）刊 大二冊 松会刊絵入本 ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ大学バークレイ校
B延宝四（1676）刊 大二冊 絵入本 香川大学図書館神原文庫
B延宝四（1676）刊 大一冊 万屋庄兵衛刊絵入本 九州大学文系合同研究室
B延宝四（1676）刊 大二冊 大谷仁兵衛刊絵入本 静嘉堂文庫
A貞享元（1684）刊 半一冊 作本屋八兵衛刊絵入本 京都大学文学研究科図書館
A元禄十一（1698）刊 大一冊 吉野屋権兵衛刊本 東京大学国文学研究室
A宝永二（1705）刊 大二冊 和泉屋茂兵衛刊絵入本 刈谷市立中央図書館
B宝永七（1710）刊 大一冊 井筒屋三右衞門刊絵入本 大東急記念文庫
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一応のまとめーこれまでに分かったこと

リチャード・レインのコレクションには、これまでに見たことなのない
明暦四年吉田市良兵衛刊の下巻がある。

その明暦四年版は宝永二年版と同版なのでⅡ－(二)－(ロ・御伽文庫系)－
丁の系統に属すると思われる。

ところが挿絵はⅡ－(二)－(ハ・松会本系)に属する延宝四年版の挿絵とほ
ぼ同じである。

延宝四年版では第３丁裏・第４丁表(見開き)になっている嫁くらべの挿絵
が明暦四年版では第２丁裏・第７丁表と分けて載せられる。

挿絵自体は明暦四年版の方が延宝四年版の図様より古色が認められる。
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